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序

 本書は、山形県教育委員会が平成17年度に実施した遺跡詳細分布調査の成果をまとめた

 ものです。

 第5次山形県教育振興計画では「山形の教育『いのち』そして『まなび』と『かかわり』」

 をテーマとし、その中で、文化財の保存と活用については、文化財基礎調査や遺跡詳細分

 布調査を計画的に実施すること、埋蔵文化財基本台帳等の整備を図り、文化財情報システ

 ムの構築や文化財の周知の徹底・普及に務めることが大きな柱とされました。この中で埋

 蔵文化財の周知に欠かせない台帳整備も平成12年度までに終了し、完全とまではいかない

 までもデジタル化による周知システムを発足させ、各開発関係公所並びに市町村教育委員

 会等の保護部局で活用いただいているところです。

 遺跡詳細分布調査は周知の埋蔵文化財包蔵地や未発見のままとなっている埋蔵文化財包

 蔵地と各種の開発計画との調整資料を得るために実施しておりますが、この調査により、

 埋蔵文化財包蔵地の従来の情報を変更する必要が生じます。本書は、CDで配布いたしま

 した埋蔵文化財情報システムの内容を一部改訂し、新情報をお知らせするものでもありま

 す。開発計画の策定にあたり活用していただければ幸いです。

 平成19年3月

山形県教育委員会

教育長山口常夫



例言
 

 1本書は平成17年度に山形県教育委員会が国庫補助を受けて実施した平成18年度以降の

 農林土木事業関係遺跡他に関する遺跡詳細分布調査(県内遺跡発掘調査)の報告書であ

 る。

 2本書の作成は山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室の阿部明彦、高橋敏の

 2名が担当した。

 3第1章に平成17年度の調査遺跡一覧を、第II章に個々の調査結果を記した。また、第

 Ⅲ章に記録保存調査報告、第Ⅳ章には調査結果をまとめるとともに、平成17年度に国等

 の機関や市町村教育委員会、地権者から、通知または届出があった新規発見遺跡の一覧

 を示した。平成17年度までの新規発見遺跡、登録抹消遺跡、範囲・位置の変更について

 は本書の発行をもって周知されたものとする。

 4挿図の縮尺は不統一であり、各図毎にスケールを示した。断面略図は40分の1を基本

 としたが、一部20分の1も採用した。遺跡地図は国土地理院発行の2万5千分の1の地

 図を使用した。なお、第II章一2及び第Ⅲ章ではこれを縮小して使用した。使用地図の

 図幅一覧は巻末に掲載した。

 5挿図及び文中の記号は以下のとおりである。

 T、TTは試掘溝(トレンチ)、TP、□は試掘坑を表す。図中の赤色部分は遺構・遺

 物が検出されたことを示し、黒色部分は遺構・遺物が未検出であることを示す。

 遺跡位置図の赤色部分は遺跡の範囲を示す。

 ST一竪穴住居跡、SB一建物跡、SK一土坑、SD一溝跡、EB一掘り方、

 EP一往穴、SX一性格不明落ち込みを示す。

 6図版の遺物は任意縮尺である。

 7調査にあたっては、関係各機関・市町村教育委員会及び地権者各位、地元関係者のご

 協力を得た。ここに、記して感謝申し上げる。
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 Ⅰ調査の目的、方法と経過

 1調査の目的、方法

 本調査は、平成18年度以降に予定されている開発計画に先行して、埋蔵文化財包蔵地

 (遺跡)の詳細な分布調査を行い、遺跡の所在、範囲、性格を明らかにし、開発計画との調

 整をとって、遺跡の保護を図ることを目的とした。なお、一部、今年度までの調査結果に

 基づき、記録保存や現状保存を目的とする小規模な発掘調査と工事立会の調査も実施した。

 調査は、その目的によって、以下の方法で実施した。

 (1)A調査(現地確認調査・表面踏査)

 開発事業計画範囲内の表面踏査を行い、遺跡の範囲と事業実施計画区域の平面的な関係

 を確認し、遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (2)B調査(試掘調査)

 坪掘りやトレンチ掘りを行って遺構や遺物の平面的な分布範囲や、遺構確認面までの深

 さ等を把握して、開発計画との調整をとって遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (3)C調査(記録保存のための発掘調査)

 A・B調査の結果、遺跡の保存状態が良好でない場合や、開発事業にかかる面積が狭い

 場合や接する場合に、必要に応じて実施する記録保存の調査。方法は発掘調査に準ずる。

 (4)立会調査

 開発事業による遺跡への影響が軽微な場合、工事施工に立ち会って実施する調査。この

 調査によって、遺構や遺物が発見された場合には記録保存を行う。

 2調査の経過

 山形県教育委員会では、毎年5～6月に開発関係各機関に、今後の事業計画についての

 照会を行い、その回答を受けて、7月上～中旬に聴き取りを実施し、事業計画と埋蔵文化

 財包蔵地との関係について検討を行っている。そして、この結果に基づいて、必要に応じ

 て分布調査を実施し、事業との調整を図っている。そのほか、開発関係各機関から提出さ

 れた埋蔵文化財分布調査依頼に基づく調査も随時行っている。

 平成17年度の調査は表一1に示した各遺跡の調査を平成17年4月から平成18年3月まで

 表一2の工程で行うと共に、事業予定区内外における埋蔵文化財包蔵地の有無を確認する

 ための表面踏査と試掘調査も実施した。

 なお、平成17年度に県教育委員会が新たに発見した遺跡(平成17年度登録遺跡)、範囲等

 を訂正した遺跡、登録を抹消した遺跡は、IV章のまとめに示した。
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 Ⅱ調査の概要

 1遺跡地名表

 (1)県農林事業関係遺跡





























 2試掘調査の概要
かみてら

 (1)上の寺遺跡

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 山形県寒河江市慈恩寺上の寺

 阿部明彦高橋敏山口博之(財団法人山形県埋蔵文化財センター)

 平成17年7月25日～8月5日(延9日間)

 農免農道整備事業(寒河江中央地区)

 慈恩寺境内から北東方向へ約lkmの所に位置し、五郎櫃楯から束に張出す丘

 陵の緩斜面を利用して計画的に造成されたと考えられる広い平坦面(曲輪群)が認められ

 る。造成の時期は不明であるが、上の寺の地名や土塁状の遺構などから、鎌倉中期の薬師

 寺やその後の聞持院と云われた慈恩寺に係わる中世寺院が所在した処として注目される。

 調査区上の寺遺跡の全体像を明らかにし、遺跡域に残された遺構の配置状況を探る

 目的から、農道路線以外の通称「寺屋敷」他の2箇所について地権者の了解を得ながら調

 査区(A～C区)を設定している。

 調査方法重機を用いて各調査区にトレンチ(A区：T1～T7、B区：T1～T2、

 C区：Tl～T3)を設定し、後に人力で面整理・面精査を実施した。

 調査面積A区：112㎡B区:40㎡区：68.5㎡計220.5㎡。

 検出された遺構と遺物

 A区(寺屋敷地区)

 第1トレンチ(T1)1.3×15m(19.5㎡)

 検出遺構:土坑・柱穴・性格不明落込出土遺物:中世陶器1点

 第2トレンチ(T2)1.2×15m(18㎡)

 検出遺構二南北溝!条、東西溝2条出土遺物二中国元代青磁片(花瓶二龍泉窯14世紀)

 第3トレンチ(T3)1.3×20.5m(26.5㎡)、O.8×7m(5.6㎡)

 検出遺構:基壇状盛土(東西7m以上×南北4m以上)出土遺物二中国元代青磁片

 第4トレンチ(T4)1.6×12m(19.2m)

 検出遺構:土坑2基、柱穴4基、溝跡7条(畦状溝跡6条)出土遺物二近世陶磁器片

 第5トレンチ(T5)0.9×19.5m(17.55㎡)

 検出遺構二土坑2基、溝跡2条出土遺物二近世陶磁器片

 第6トレンチ(T6)1×3m(3㎡)土塁上のトレンチ、遺構・遺物の検出なし

 第7トレンチ(T7)1×3m(3nf)土塁上のトレンチ、遺構・遺物の検出なし

 B区(寺屋敷地区東側前面の調査区)

 第1トレンチ(B-Tl)1.5×14m(21㎡)

 検出遺構:土坑2基、柱穴8基、溝跡1条出土遺物:近世陶磁器片

 第2トレンチ(B-T2)1.4×13.7m(19.18㎡)

 検出遺構:土坑4基、柱穴5基、溝跡1条出土遺物:中世陶器片(中世須恵器甕口縁部

 片1点)、瓦器(風炉)1点(15世紀代)

 一18一



 C区(C区北側の整地層が顕著に認められた調査区)

 第1トレンチ(C-T1)1.5×21m(31.5㎡)

 検出遺構:土坑1基出土遺物:近世陶磁器片、中国元代青磁片1点

 第2トレンチ(C-T2)1.5×20m(30㎡)

 検出遺構:土坑2基、柱穴9基(南北棟の建物跡)、溝跡1条出土遺物二近世陶磁器片

 第3トレンチ(C-T3)1.4×(7-2)m(7㎡)、東西土層断面観察用トレンチ

まとめ

 調査は土塁の廻る「寺屋敷」地区を中心として進め、「聞持院」や「薬師寺」、あるいはこ

 れらに係わる「宿」や「坊」関連の遺構検出を目的とした。その結果、A～C区のいずれ

 からも中世に属すると考えられる遺構と遺物が検出され、この地域一帯に中世寺院に関連

 した広範な遺構の拡がりが確認された。中でもA区第1トレンチから出土した中国元代の

 青磁花瓶片は、当時の輸入品の中でも特段に優れたものと推察できる点は注目される。類

 似品を探すと金沢文庫称名寺に伝わる完存品などに行き当たり、当該遺物が格式ある寺院

 との繋がりの中で寺院の「調度品」としての特殊な性格を持っていたと窺えて興味深い。

 一方、A区第3トレンチ南側で検出された「掘り込み地業」を伴うと考えられる「基壇

 状遺構」も注目された。そこでは、基壇上から確実に掘り込まれる柱穴掘り方が確認でき、本

 堂に関連する付属の塔や堂などと考えられる建物跡の存在が推測される。

 以上のことから、上の寺地区には中世寺院の存在が確実と予測され、加えて一帯には関

 連する建物が整然と配置されていたと考えられる。また、地元に伝わる断片的な伝承や慈

 恩寺に残る伽藍記(文献資料)記載の内容にも本遺跡の様相が符合することは見逃せない。

 今後、寺屋敷に続く北側台地などの曲輪群が調査されれば、寺院本体や関連施設あるいは

 溝延の地を望む高台に葬られた溝延長老の屋敷跡なども確認できる可能性が強い。

 このように、上の寺遺跡は中世(14～15世紀)を主たる時期として営まれた慈恩寺本体

 に係わる重要な一画を占めていたことは確実であり、さらに近世初期までは継続していた

 ことが出土品などから窺えた。また、伽藍記に見える「薬師寺」や「聞持院」などの施設、

 本来はこれらに帰属していたはずの薬師如来三尊や十二神将、あるいは虚空蔵菩薩などの

 仏像群の故地は正にこの上の寺遺跡であったと言える見通しが得られたことは大きな成果

 と言えるだろう。

 (参考文献)

 1)寒河江市教育委員会2004「Ⅲ慈恩寺地区(五郎櫃楯)調査の概要」寒河江市内遺跡発掘

 調査報告書(11)

 2)寒河江市教育委員会2005「IV慈恩寺上の寺遺跡」寒河江市内遺跡発掘調査報告書(12〉

 3)寒河江市教育委員会2006「Ⅲ慈恩寺台の上地区試掘調査」寒河江市内遺跡発掘調査報告

 書(13)

 4)阿部酉喜夫監修1981「慈恩寺年代集記・慈恩寺縁起」

 5)阿部酉喜夫監修・解説1964「慈恩寺一山絵図」
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わの

 (2)上野遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県南陽市大字上野字上野

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年12月14日・15日

 起因事業農地環境整備事業(上野地区)

 遺跡環境南陽市街地から北西約1.5㎞の台地上に立地する。標高は、234mを測る。地

 目は、樹園地・畑地及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ10ヶ所を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積170㎡(対象面積約15,000㎡)

 検出遺構TT1～5、TT10の計6本のトレンチから土坑・柱穴・土色変化を検出。

 遺構・遺物確認面は、35～40㎝。

 出土遺物TT3から白磁片、TT5から石匙出土。

 時代縄文時代・平安・中世

 所見設定したトレンチ10本のうち6本から土坑や柱穴・土色変化が検出された。

 特にTT1～4からは中世の所産と考えられる土坑や柱穴が確認されているが、希薄であ

 る。開田の際削平を受けたと考えられる。残る沢の東側を中心とする区域は平成18年度試

 掘予定。平成18年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。









きただに

 (3)北田2遺跡(平成17年度登録)

所在地山形県酒田市大字関字北田

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日試掘調査平成18年3月8～9日

 起因事業最上川下流沿岸農業水利事業前川第2幹線用水路

 遺跡環境酒田市関地区の北500mに位置する。標高は、10mを測る。地目は、水田である。

 試掘区パイプライン埋設予定地内に試掘トレンチ17ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積127㎡

 検出遺構TTl～TT14の計14本のトレンチから柱穴・土色変化を検出。遺構・遺物

 確認面は、一20～50cm。

 出土遺物TT1～TT14から須恵器片・土師器片出土。

時代平安時代

 所見パイプライン埋設予定地内に設定したトレンチ17本のうち、14本から須恵器

 片や土師器片が出土した。また、TT2～TT3からは柱穴、土色変化が検出された。T

 T2及びTT3を中心とする範囲について、新規の埋蔵文化財包蔵地とする。遺跡名は周

 知の北田遺跡に近接することから、北田2遺跡と呼称する。なお、本事業予定地周辺の水

 田中からは、広い範囲で遺物が散布するのが確認された。今後の開発の際には、詳細な分

 布調査が必要である。









 （4）中野的場遺跡（平成17年度登録）
 所在地　山形県山形市大字中野字的場 

 調査員　阿部明彦　高橋敏   
 調査記事地　試掘調査　平成17年度10月6～７日
 起因事業　須川河川改修事業

 遺跡環境　横断道酒田線須川橋の南約200m、須川右岸の河岸段丘上に立地する。標高は、

  96mを測る。地目は、畑地および荒撫地である。

 試掘区　事業予定地内の遺跡範囲に試掘りトレンチ3ヶ所を設定。  試掘方法　重機＋人力で試掘調査を実施。
 試掘面積　210㎡

 検出遺構　TT1・TT2-1・2及びTT3－1～3の各トレンチから堅穴住居跡や

 土坑・柱穴を検出。遺構・遺物確認面は、-70～120cm
 出土遺物　TT1・TT2-1・2及びTT3-1～3から須恵器・土師器出土。

 時代　平安時代
 所見　掘削予定地内のうち試掘可能範囲内に設定した3ヶ所の試掘りトレンチから竪

 穴住居跡や柱穴、土坑及び土色変化が検出された。特にTT1からは竪穴住居跡が重なり  合っているのが確認された。また、各試掘トレンチからは、須恵器・土師器が多く出土し
 た。なお、今回見実施の南側部分については、再度試掘調査が必要である。













しもかのみず

 (5)下叶水遺跡

所在地山形県西置賜郡小国町下叶水

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日平成17年9月14日・15日(延2日間)

 起因事業荒川横川ダム建設事業

 遺跡環境飯豊山系から北東方向に流れ出る横川右岸の河岸段丘上に位置し、標高は263

 m内外、地目は旧宅地や水田、畑地などである。

 調査区遺跡の範囲や内容把握を目的として、現況地形などを考慮しながら施工予定

 範囲内に13本の試掘トレンチを設定した。

 調査方法重機を用いて旧宅地や水田などを対象として試掘トレンチ(TT1～TT9)

 を設定し、人力で面整理・面精査を行って、遺構・遺物の分布状況を把握した。

 調査面積2x160m、計320㎡。

 検出遺構土坑、柱穴、遺物包含層など。

 出土遺物縄文土器(縄文後・晩期)、石器、石核、剥片、礫器、陶器・磁器(中近世)

 所見遺跡は南東から北西方向に延びる河岸段丘の縁辺を占地し、南北方向で約300

 m強、南北方向で約80mの拡がりと捉えられる。時期は縄文後晩期が主体で、当該期の土

 器や石器がまとまって認められた。また、主として下流都側の水田や畑地では中近世の集

 落に係わると考えられる建物跡などの遺構も検出された。













かとうやしき

 (6)加藤屋敷遺跡(平成17年度登録)

 所在地山形県南陽市大字川樋字加藤屋敷、他

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年9月20～22日

 起因事業一般国道13号上山バイパス改築事業

 遺跡環境赤湯の市街地北西約6㎞、射撃場東の小扇状地扇央部に立地する。標高は、

 285mを測る。地目は、畑地・水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ7ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積216㎡

 検出遺構TT2～TT7の計6本のトレンチから溝跡や柱穴を検出。遺構・遺物確認

 面は、一5～70cm。

 出土遺物TT2～TT7から須恵器・土師器出土。

時代平安時代

 所見設定した試掘トレンチ7本のうち6本から溝跡や柱穴、堀跡及び土色変化が

 検出された。TT4付近では表土が土取りのため剥ぎ取られており、まとまった遺物の散

 布が確認された。遺構・遺物の集中地点はTT2～4付近と考えられる。平成18年度山形

 県埋蔵文化財センター発掘調査実施。









ひのきばら

 (7)檜原遺跡(平成8年度登録)

所在地山形県南陽市大字西落合字檜原

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年4月14～15日・6月21～22日

 起因事業一般国道113号赤湯バイパス改築事業

 遺跡環境宮内の市街地南西約2㎞、上無川の自然堤防上に立地する。標高は、222mを

 測る。地目は、樹園地・畑地及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ16ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積581㎡

 検出遺構TT1・2・3B・4の計4本のトレンチから竪穴状遺構や溝・柱穴を検出。

 遺構・遺物確認面は、15～40㎝。

 出土遺物TT1・2から須恵器・土師器出土、TT4から縄文土器片出土。

 時代縄文時代・平安時代

 所見トレンチ16本のうち5本から溝跡や柱穴、河川跡及び土色変化が検出された。

 TT1・2から土器片・砥石とともに直角に曲がる溝跡や柱穴が、TT11・TT13～15か

 らは土色変化が確認され土器片が出土した。平成18年度山形県埋蔵文化財センター発掘調

 査実施。









てんのう

 (8)天王遺跡(平成8年度登録)

 所在地山形県南陽市大字漆山字天王、字塚原二

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年11月24～25日

 起因事業一般国道113号赤湯バイパス改築事業

 遺跡環境南陽市砂塚地区の北東300mの自然堤防上に立地する。標高は、222mを測る。

 地目は、樹園地・畑地及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ10ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積291㎡

 検出遺構TT1～TT9の計9本のトレンチから溝跡・柱穴・土色変化を検出。遺構・
 遺物確認面は、一25～60㎝。

 出土遺物TT1～TT9から須恵器・土師器、中世陶器出土。

 時代平安時代・中世

 所見トレンチ10本のうち9本から溝跡や柱穴、土色変化が検出された。TT1・

 2からはやや幅の広い溝跡や柱穴が検出され、須恵器・土師器が出土した。TT4～9か

 らは溝跡や柱穴が検出され、中世陶器片が出土した。平成18年度山形県埋蔵文化財センター

 発掘調査実施。









かみおおざくうら

 (9)上大作裏遺跡(平成8年度登録)

所在地山形県南陽市大字砂塚字上大作裏

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年11月24～25日

 起因事業一般国道113号赤湯バイパス改築事業

 遺跡環境南陽市砂塚地区の北300mの自然堤防上に立地する。標高は、220mを測る。

 地目は、樹園地・畑地及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ3ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積93㎡

 検出遺構TT1～TT2の計2本のトレンチから柱穴を検出。遺構・遺物確認面は、

 一60～80cm。

 出土遺物TT1～TT9から須恵器・土師器、中世陶器出土。

 時代縄文時代・平安時代

 所見試掘可能範囲内に設定したトレンチ3本のうち、2本から柱穴・陥穴と考え

 られる土坑が検出された。特に、TT1からは陥穴と考えられる土坑や柱穴が検出され、

 北側に隣接する畑からは須恵器片・土師器片が容易に採取できる。残る遺跡範囲について、

 試掘調査が必要である。平成18年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。









いわさき

 (10)岩崎遺跡(平成17年度新規登録)

所在地山形県鶴岡市大字下清水字岩崎

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日平成17年6月16日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡問)

 遺跡環境下清水集落の西北に位置し、東西方向に延びる自然堤防上に立地する。標高

 は14～15m内外で、地目は水田である。

 調査区高速道路施工範囲内に南北方向のトレンチ6本を入れて調査を行った。

 調査方法重機を用いて水田域の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施した。

 調査面積2×152.5m、計305㎡。

 検出遺構土坑、柱穴、溝跡、河川跡。

 出土遺物土器(古墳時代土師器、奈良・平安時代)。

 所見遺跡は、現状では明確でないが東西に延びる自然堤防上に立地しており、そ

 の状況を遺構・遺物の分布に認めることができる。この自然堤防は田川地区から北西に流

 れ出る大山川に起因すると考えられる。遺跡の時期は出土遺物(古墳時代前期、奈良・平

 安期の土器)から、奈良平安時代が主体と窺われる。検出遺構は、T1で土坑3基・柱穴

 7基、溝跡2条、河川跡1基、T2で柱穴4基、溝跡1条、河川跡1条などであった。出

 土遺物は、古代の須恵器、赤焼土器類が中心であり、耕作土下のH層中で検出された。













みなみだ

 (11)南田遺跡(平成17年度新規登録)

所在地山形県鶴岡市大字清水新田字南田

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日平成17年6月16日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡間)

 遺跡環境清水新田集落の東側に位置し、周知の清水新田遺跡の南東に隣接している。

 遺跡立地は自然堤防上と考えられるが、調査対象域の東端には泥炭層の拡がりが認められ

 ることから、調査域は自然堤防と後背湿地との境界付近に位置していると判断できる。

 調査区高速道路施工範囲内に南北方向のトレンチ7本(Tla,Tlb,Tlc,

 T2,T3,T4,T5)を入れて調査を行った。

 調査方法重機を用いて旧水田域の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施した。

 調査面積2×186m、計372㎡。

 検出遺構柱穴7基、土坑1基、溝跡1条(T5)。

 出土遺物古墳時代土師器、奈良・平安時代土器。

 所見丁1、T3トレンチの大方は低湿地性の泥炭層が見られ、遺跡外と捉えられ

 る。一方、T5、T6トレンチでは遺構・遺物共に検出され、当該域が遺跡の東端部に当

 たっていると推測できた。これらのことから、本遺跡の中心はT6周辺から西側にあるこ

 とが予想され、道路工事に係る部分の大半は本集落の東縁部に当たると考えられる。









かわうちぶくろ

 (12)川内袋遺跡

所在地山形県鶴岡市大字五十川字川内袋

 調査員阿部明彦高橋敏高桑登(財団法人山形県埋蔵文化財センター)

 調査期日平成17年12月1日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(鶴岡温海問)

 遺跡環境出羽山地から日本海へ注ぐ五十川右岸の丘陵上に位置する縄文時代前期後葉

 の集落跡で、昭和58年に行われた山裾部分の開田工事により、多量の土器・石器が発見さ

 れて注目された。この採集品は地元の五十川小学校に保管されて今日に伝わっている。

 調査区南側に張出す台地上の平坦地部分を対象として、19年度以降に予定される施

 工範囲内に調査区を設定した。試掘坑は13箇所で、いずれも人力で掘り下げを行った。

 調査方法分布B調査(試掘調査)。

 調査面積1×1mの試掘坑13箇所、計13㎡。

 検出遺構土坑、柱穴(TP1、4、5、12)。遺物(TP12)

 出土遺物縄文土器(縄文前期・中期)。石器

 所見遺跡は、南北に延びる尾根筋を占地し、・開田された水田部分に集落の主体が

 あったと考えられる。時期は縄文前期後葉頃と考えられる。今回対象とした水田より上部

 の緩斜面でも柱穴などの遺構が認められ、遺跡の拡がりが認められた。出土遺物は、TP

 12から縄文土器片2点、TP5から磨石1点などであった。













っつみやしき

 (13)堤屋敷遺跡(平成16年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 地目は、山林

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 て試掘可能となった区域について実施した。TTl・

 水田に、TT3・

 らも遺構・

 上部周辺は遺跡範囲に含まれず、TTl・

 掘調査未実施の範囲について、用地取得後に試掘調査が必要である。

山形県米沢市万世町桑山字堤屋敷

 阿部明彦高橋敏須賀井新人(山形県埋蔵文化財センター)

 試掘調査平成17年11月15日～17日

 東北中央自動車道相馬尾花沢線(福島県境～米沢間)建設事業

 米沢市街地から南東約5kmの河岸段丘上に立地する。標高は、270mを測る。

 ・宅地・畑地及び水田である。

 事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ4ヶ所を設定。

 重機+人力で試掘調査を実施。

 97㎡

なし

なし

 縄文時代・中世

 平成16年に試掘調査未実施部分のうち、平成17年度までに用地買収が終了し

 2は本線及び減速車線部分にあたる

 4は減速車線ループ部にあたる山麓部に設定した。いずれのトレンチか

 遺物は検出されなかった。その結果、TT3・4のループ部分にあたる山麓部

 2周辺は開田の際削平されたと判断される。試

しもやしき

 (14)下屋敷遺跡(平成17年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 地目は、宅地

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

山形県米沢市万世町桑山字下屋敷

 阿部明彦高橋敏須賀井新人(山形県埋蔵文化財センター)

 試掘調査平成17年11月15日～17日

 東北中央自動車道相馬尾花沢線(福島県境～米沢間)建設事業

 米沢市街地から南東約5kmの河岸段丘上に立地する。標高は、270mを測る。

 ・畑地及び水田である。

 事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ5ヶ所を設定。

 重機+人力で試掘調査を実施。

 90㎡

 TT7から土坑、柱穴を検出。遺構・遺物確認面は一40～45cm。

 TT7から縄文土器片出土。

 縄文時代・中世

 米沢インターチェンジ予定地内の可能性地3とした範囲のうち、平成15年に

 試掘調査未実施部分で、堤屋敷遺跡の西側の平成17年度に試掘可能となった区域について

 実施した。設定した5本のトレンチのうち、TT7から縄文時代の土坑及び柱穴が検出さ
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 れ、縄文土器片が出土した。平成15年度調査時のTT4の範囲を含む範囲が埋蔵文化財包

 蔵地と考えられる。

やまのした

 (15)山ノ下遺跡(平成17年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 地目は、宅地

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 山形県米沢市万世町桑山字山ノ下

 阿部明彦高橋敏須賀井新人(山形県埋蔵文化財センター)

 試掘調査平成17年ll月15日～17日

 東北中央自動車道相馬尾花沢線(福島県境～米沢間)建設事業

 米沢市街地から南東約5kmの河岸段丘上に立地する。標高は、270mを測る。

 ・畑地及び水田である。

 事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ4ヶ所を設定。

 重機+人力で試掘調査を実施。

 100㎡

 TT11～13から土坑、柱穴、溝跡を検出した。遺構の確認面は一40～60cm。

 TT11～13から縄文土器片出土。

縄文時代

 米沢インターチェンジ予定地内の可能性地3とした範囲のうち、平成15年に

 試掘調査未実施部分で、平成17年度に試掘可能となった区域について実施した。設定した

 4本のトレンチのうち、TT11～TT13の3本から縄文時代の土坑及び柱穴・溝跡が検出

 され、縄文土器片が出土した。平成15年度調査時のTTlの周辺を含む範囲が埋蔵文化財

 包蔵地と考えられる。
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 Ⅲ記録保存調査・立会い調査の概要
たかはたじょうだいざいけ

 (1)高畑城(A-70)・大在家遺跡(A-71)

 所在地山形県高畠町大字高畠字荒小路・字東町他、大字高畠字大在家他、

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日立会調査平成17年11月18日、12月2日・8日・16日

起因事業旧県立高畠高等学校校舎解体工事

 遺跡環境高畠町の中心市街地から南東約1㎞に立地する。標高は、225mを測る。地目

 は、宅地・畑地・水田及び学校敷地である。

 調査方法重機+人力で立会調査を実施。

 調査面積2,300㎡

 検出遺構体育館・特別教室棟・本校舎棟の跡地から、古代および中近世の柱穴を検出。遺

 構・遺物確認面は、一80cm。

 出土遺物須恵器片・土師器片、近世近代陶器片出土。

 時代飛鳥時代・奈良時代・平安時代・近世

 所見旧高畠高校校舎解体工事に伴う基礎撤去工事の立会調査を実施した。体育館・

 特別教室棟及び本校舎棟では、建物基礎周辺部の約一80cm付近で古代の柱穴や近世屋敷跡

 の痕跡が確認された。その結果、基礎布掘り部分については、校舎建設の際破壊されたも

 のの、他の範囲についてはおおむね良好に遺構が遺存していることが判明した。









うえのやま

 (2)上ノ山遺跡(平成4年度登録)

 所在地山形県朝日町大字玉ノ井字上ノ山他

調査員高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年4月12日、6月8日

 起因事業一般国道287号改良

 遺跡環境最上川左岸明鏡橋の東側で、最上川と大谷川の合流点の河岸段丘上に立地す

 る。標高は、134mを測る。地目は、宅地・畑地・荒蕪地である。

 調査方法重機+人力で立会調査を実施。

 調査面積150㎡(対象面積3,000㎡)

 検出遺構TT5から柱穴・土坑・溝跡を検出した。遺物確認面は、一120㎝。

 出土遺物近世・近代陶器片出土。

 時代近世・近代

 所見TT5から柱穴9基と溝跡1条、土坑1基を検出した。柱穴のうち2基から

 角材の柱根が出土した。また、土坑からは近世近代陶磁器片が出土した。地元の方によれ

 ば、当該地は旧二見屋下流にあった船着場(荷揚げ場)から続く街道に面していた。かつ

 て最上川舟運が盛んだったころは「茶屋」と呼ばれた家が存在し、昭和40年代まで茅葺の

 二階家があったということである。検出した遺構・遺物は近世からの「茶屋」に由来する

 と考えられる。





たかだてたかだてやま

 (3)高館(高楯山)

所在地山形県鶴岡市大字大山字城山

調査員阿部明彦高橋敏

 調査期日平成17年9月1日

起因事業東北管区警察無線中継所建設工事

 遺跡環境尾浦城の背後に聳える標高273mの高館山の山頂には幾本かのテレビ塔が立

 ち並び、庄内平野を彩る一つの景観を形成している。テレビ塔ができる前の地形は明らか

 でないが、枡形虎口や帯曲輪、腰曲輪群が大山から加茂港へと通じる旧岩倉越の街道へ向

 かって造成された様子が理解される。

 調査区中継塔の設置される施工範囲内を調査区とした。

 調査方法重機を用いて対象域の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施した。
 調査面積東西5×南北4m、計20㎡。

 検出遺構なし。

 出土遺物なし。

 所見館跡は、山頂部のテレビ塔群や展望塔付近などを除けば、比較的良好に残っ

 ていると考えられる。今回の立会箇所は、既存の施設内に新たな電源局舎を建設するとい

 うものであったことから、過去の造成の様子や撹乱の状況が窺われ、楯跡に関連するよう
 な遺構や遺物の検出は見られなかった。







 IVまとめ

 平成17年度の遺跡詳細分布調査は、平成18年度以降に予定されている開発事業に先行し

 て、遺跡の所在・範囲等を明らかにし、開発との調整を図ることを目的として実施した。

 また、記録保存のための小規模な発掘調査と立会調査も行った。

 1調査遺跡数

 調査遺跡数69遺跡(表面踏査・試掘調査・発掘調査・立会調査新規発見遺跡含む)そ

 の他に調査遺跡数には含めないが、登録遺跡外で遺跡の有無を確認するために試掘調査を

 実施したもの(調査の結果、遺跡とはならないもの)や、表面踏査により各種開発事業予

 定地で抽出した遺跡可能性地(今後の試掘調査等で遺跡となるかを判断するもの)などに

 ついても調査を実施した。

 2新規発見遺跡、範囲の訂正、遺跡登録抹消

 今年度の新規発見遺跡数25遺跡

 範囲の訂正、名称の変更等の措置が講ぜられた遺跡数11遺跡

 以下にその一覧を掲げて調査のまとめとする。

 (1)県教育委員会が発見し登録した遺跡

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

 (遺跡名)

上矢馳遺跡

 北田2遺跡

加藤屋敷遺跡

 岩谷堂2遺跡

中野的場遺跡

八間遺跡

 山ノ下遺跡

下屋敷遺跡

岩崎遺跡

南田遺跡

 北境2遺跡

 (所在地)

鶴岡市矢馳字上矢馳

酒田市大字関字北田

南陽市大字川樋字加藤屋敷

南陽市大字川樋字平石

山形市大字中野字的場

庄内町大字払田字八間

 米沢市万世町桑山字山ノ下

米沢市万世町桑山字下屋敷

鶴岡市大字下清水字岩崎

鶴岡市大字清水新田字南田

酒田市大字北沢字北境

 (種別)

集落

集落

集落

散布地

集落

散布地

集落

集落

集落

集落

散布地

 (時期)

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

縄文時代

縄文時代

平安時代

平安時代

平安時代

 (2)国等の機関、市町村教育委員会からの通知、地権者からの届出で登録した遺跡
さいとはやし

 12柴燈林2遺跡
さいとはやし

 13柴燈林3遺跡
さいとばやし

 14柴燈林4遺跡

遊佐町大字吹浦字宿町

遊佐市大字吹浦字柴燈林

遊佐市大字吹浦字宿町

散布地縄文時代

散布地縄文時代

散布地縄文時代
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さいとばやし

 15柴燈林5遺跡

 16荒川遺跡

 17七曲道ノ上遺跡

 18牛渡1遺跡

 19牛渡2遺跡

 20物見峠C遺跡

 21水口遺跡

 22真木遺跡

 23街道西下遺跡

 24城北遺跡

 25鉄砲町一丁目遺跡

遊佐市大字吹浦字柴燈林

遊佐町大字吹浦字荒川

 遊佐町大字吹浦字七曲道ノ上

遊佐町大字吹浦字宿町

遊佐町大字吹浦字一本木

遊佐町大字吹浦字物見峠

大石田町大字横山字水口

朝日町大字松程

米沢市中田町

山形市城北町二丁目

山形市鉄砲町一丁目

散布地

集落跡

散布地

集落跡

散布地

散布地

集落跡

散布地

集落跡

集落跡

集落跡

弥生時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

平安時代

旧石器時代

 中・近世

 平安時代・近世

 奈良・平安時代

 (3)範囲等の修正を必要とする遺跡、登録を抹消した遺跡

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

 (遺跡名)

中山城跡

檜原遺跡

去手呂古墳群

下叶水遺跡

堤屋敷遺跡

 矢馳A遺跡

川内袋遺跡

 梅野木前1遺跡

 塩ノ沢西遺跡

境興野遺跡

 上ノ田遺跡

 (変更内容)

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 (変更を必要とする文献名)

 平成17年3月『分布調査報告書(3!)』

 平成9年3月『分布調査報告書(24)』

 平成15年3月『山形県遺跡地図CDROM』

 平成9年3月『分布調査報告書(24)』

 平成18年3月『分布調査報告書(32)』

 平成12年3月『分布調査報告書(26)』

 範囲・名称の修正平成12年3月『分布調査報告書(26)』

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 平成17年3月『分布調査報告書(31)』

 平成15年3月『山形県遺跡地図CDROM』

 平成15年3月『山形県遺跡地図CDROM』

 平成15年3月『山形県遺跡地図CDROM』
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 山形県埋蔵文化財調査報告書第207集

 分布調査報告書(33)

 平成17年度以降農林土木事業他関係遺跡

国土交通省事業関係遺跡

農林水産省関係遺跡

法務省関係遺跡

東北中央自動車道関係遺跡

日本海沿岸東北自動車道関係遺跡
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